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  令和５年３月３１日 

 

八王子市長  石 森 孝 志   

 

 八王子市規則第２５号 

 

 

   八王子市男女共同参画推進条例施行規則 

目次 

 第１章 総則（第１条） 

 第２章 審議会（第２条―第５条） 

 第３章 相談申出への対応（第６条） 

 第４章 苦情申出への対応（第７条―第１６条） 

 第５章 雑則（第１７条・第１８条） 

 附則 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、八王子市男女共同参画推進条例（令和４年八王子市条例第

５３号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めるものと

する。 

   第２章 審議会 

（委員） 

第２条 条例第１３条第３項に規定する審議会（以下「審議会」という。）の委

員（次条から第５条までにおいて「委員」という。）の選定は、次に掲げる基

準による。 

⑴ 学識経験者 １人以内 

⑵ 有識者 １人以内 

⑶ 行政経験者 １人以内 



⑷ 教育関係者 １人以内 

⑸ 事業者 １人以内 

⑹ 地域活動団体の構成員 １人以内 

⑺ 公募による市民 ２人以内 

（会長及び副会長） 

第３条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 審議会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決す

る。 

４ 審議会は、これを公開する。ただし、審議会が公開することが適当でないと

認めるときは、この限りでない。 

 （意見の聴取） 

第５条 審議会は、必要があると認めるときは、審議会の会議に委員以外の者を

出席させ、その説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができ

る。 

   第３章 相談申出への対応 

 （相談申出の手続） 

第６条 条例第１８条第１項の相談の申出を受ける窓口は、市民活動推進部男女

共同参画課とする。 

   第４章 苦情申出への対応 

（苦情申出の手続） 

第７条 条例第１９条第１項の苦情の申出（以下「苦情の申出」という。）をす

る市民等（以下「申出者」という。）は、男女共同参画に関する施策の苦情申

出書（第１号様式）を市長に提出する。 

２ 苦情の申出を受ける窓口は、市民活動推進部男女共同参画課とする。 



 （除外事項等） 

第８条 次に掲げる事項については、苦情の申出をすることができない。 

⑴ 裁判所において係争中の事項又は裁判所の判決若しくは決定に係る事項 

⑵ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）その他の法令により、審査請

求その他の不服申立てをすることができる事項 

⑶ 条例に基づき既に苦情の処理が終了している事項 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が苦情を処理することが適当でないと認

める事項 

２ 市長は、苦情の申出に係る調査を実施しないことを決定したときは、男女共

同参画に関する施策の苦情調査不実施通知書（第２号様式）により、申出者に

通知するものとする。 

（意見の聴取） 

第９条 市長は、苦情の申出に係る施策を所掌する実施機関（以下「実施機関」

という。）からの説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることがで

きる。 

（委員） 

第１０条 条例第２０条第３項に規定する苦情処理委員会（以下「苦情処理委員

会」という。）の委員（次条、第１２条及び第１４条において「委員」とい

う。）の選定は、次に掲げる基準による。 

⑴ 学識経験者 １人以内 

⑵ 弁護士 １人以内 

⑶ その他市長が必要と認める者 １人以内 

（委員長） 

第１１条 苦情処理委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、苦情処理委員会を代表する。 

（会議） 

第１２条 苦情処理委員会は、委員長が招集する。 

２ 苦情処理委員会は、委員長を含む委員の過半数が出席しなければ、会議を開

くことができない。 

３ 苦情処理委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委



員長が決する。 

４ 苦情処理委員会は、これを公開する。ただし、苦情処理委員会が公開するこ

とが適当でないと認めるときは、この限りでない。 

（調査） 

第１３条 苦情処理委員会は、条例第２０条第２項の規定により、苦情の申出に

係る調査を実施する場合、実施機関に通知する。 

（苦情処理委員会による意見の聴取） 

第１４条 苦情処理委員会は、必要があると認めるときは、苦情処理委員会の会

議に委員以外の者を出席させ、その説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出

を求めることができる。 

（苦情措置内容の報告） 

第１５条 市長は、苦情の申出に係る措置を講じたときは、男女共同参画に関す

る施策の苦情措置内容通知書（第３号様式）により、申出者に通知する。 

 （年次報告） 

第１６条 市長は、苦情の申出に係る年次報告を作成し、苦情処理委員会に報告

する。 

２ 苦情処理委員会は、市長が苦情処理委員会の意見を聴かなかった苦情の申出

について、意見を述べることができる。 

３ 年次報告については、これを公表する。 

第５章 雑則 

（庶務） 

第１７条 審議会及び苦情処理委員会の庶務は、市民活動推進部男女共同参画課

において処理する。 

（委任） 

第１８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



第１号様式（第７条関係） 

年  月  日 

 

男女共同参画に関する施策の苦情申出書 

 

八王子市長 殿 

（申出者）                 

住  所                 

氏  名                 

電話番号                 

（事業者又は地域活動団体の場合にあっては、 

主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

 八王子市男女共同参画推進条例第１９条第１項の規定により、次のとおり苦情

の申出をします。 

苦情に関する市の施策 

（どの施策に対する苦情な

のかを具体的に記入してく

ださい。） 

 

苦情の内容及び意見 

（どのような問題があるの

か、また、改善するとすれ

ば、どうすればよいのかな

どを具体的に記入してくだ

さい。） 

 

 



第２号様式（第８条関係） 

第     号 

年  月  日 

 

男女共同参画に関する施策の苦情調査不実施通知書 

 

      様 

 

八王子市長        ㊞ 

 

年  月  日付で申出のあった苦情については、次のとおり調査を

しないこととしたので、八王子市男女共同参画推進条例施行規則第８条第２項の

規定により次のとおり通知します。 

苦情に関する市の施策 

 

 

 

 

 

調査をしない理由 

 

 

 

 

 

 



第３号様式（第１５条関係） 

第     号 

年  月  日 

 

男女共同参画に関する施策の苦情措置内容通知書 

 

      様 

 

八王子市長        ㊞ 

 

年  月  日付で申出のあった苦情に係る措置を講じたので、八王

子市男女共同参画推進条例施行規則第１５条の規定により次のとおり通知します。 

苦情に関する市の施策 

 

 

 

 

調査の内容 

 

 

 

 

苦情処理委員会の意見 

 

 

 

 

実施機関の対応内容 

 

 

 

 

 

 


